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物理化 學 の進 歩
【

一 大 飛 躍 に 際 し て

我がL物 理化學の進歩1は,第 十卷第六韓の本號 を以て,創 刊以來十朋

年を遞 り,第 十門卷 を迎へることにな りまし仁 この間本誌 の刊行 を持

績するこ とが出來 ましナニことは,ひ とへ に我が物理化學界諸賢の甚 大な

る御後援 と,讀 者諸氏の不變な る御卷顧 に依 る他な く,こ ～に先づ謹ん
ら

で滅謝の意 を表 したい と思び ます・

さて本誌の歴史を繙 いて見 ます と,發 表 さ.れ～;研究 は可 な りの數に上

b,物 理化學界にt・さ 丶か な りとも貢獻す る所 があつたであらうと思ひ

ますが,學 界釜々多楽 なる情勢を省 るとき,之 を以 て決 して満足すべ き

ではあ りません・否,今 日よ り明 口ヘコ明 日よ り夏 に明後 日へ と常に躍

進 に躍進を重ね ることを目標 とし,よ り良 き,よ り多 き研究の發表並び

に紀介を以て,世 界 物理化學界 に貢獻せん ことを熱望 して止 まないので

あ ります・ この熱望を實現 する爲 には發表機關たる本誌刊行の持續に依

存するところ多 きを信 じて疑 ひません・ さりなが ら營利主義 に非 るこの

種の刊行物には,幾 多の困難を伜 ふのが常であb,そ こに多 くの戡牲 と

努 力を必要 とします・ この困難 は,し か しなが ら,よ り多 くの讀者諸氏

の御援 助 と,吾 々編輯 に携 る者 の不断の努力が,全 く相一致 する曉には,

やがて容易に解潰 され るで あ らうことを,.我 々は期待 する ものであ りま

す.幸 にして本誌 は滿十年 の歴 史を閲 しましたか らには,こ の歴史を一

大飛躍への一段階 として,本 誌の外形内容の充實に者 々準備を進めて居

りますか ら,既 往會員は勿論,未 入會の方やは,こ の際奮つて御入會 さ

れ,我 春の意鬪に對 して,今 後一層の御支援を賜 らん ことを切 に御願ひ

申 し上げる次策で あ ります・

會 費

申込方法

振替ロ座

一 一一 一◎ ⑤ 。嚇 尋・曾 ← 一一

申 込 規 定

年參測(隔 月登行)(分 册の場合は眷冊六拾錢)

魯養下記振替1.1座へ御拂込.1ごさい

大阪84i8i堀 場信宵

.京都帝大物
理化學研究室 物理化學研究會
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鍛 日本化學研究會編 主幹 理學肚 眞1雋 利 行
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第2集 第10卷 第1號 昭租1年1膿行(月 刊}

本邦 最新 の化 學 的研 究 の文 献

一般化學 ・物理化學 ・無機 化學

有機化學 ・生化學 ・農化 ・應用化學其他 に關する

馨攤 日本化學總 覽 覧就Z

會 費qケ 年分)(・ 回・分納・1F)
コ

甲 種{矧 及ww配tS)金9圓54錢 〔各催 篏 及慰 金7圓80錢 〕

乙 種(索 引をnttSt}金8圓74銭 〔各ttmeft及 剥 ミ 金7圓20錢 〕

λ曾御希望 の方は曾 毅1ヶ 年分ヌ,ぱ牛 ケ年分 を御逡 り

下・… 手績一號 了致・・す・ ξ

既 刊 出 版 物

日 本 化 犀」總 覧 第 一 集(明 治大正年間の化學的交獻集鑠)

第 一 卷(明 治10一明治33年)第 二 卷(明 治34一 明治41年)

第 三 卷(明 槲2一 大正2年)第 四 卷(大iE3一 大疋6年)

第五 卷(大 正7-10年)以 上各 卷索 引共500-600頁 定價¥12.50遞 料Y.45

日 本 化 學 綛 覽 第 二集(羅 攀謁隻巌鷄)
第 一 巻(昭 和z年)第 二 卷(昭 和3年)第 三 卷(昭 和ate:)

第 四 卷(昭 和5年)第 五 卷(昭 和6年)第 六 卷(昭 和7年}

第 七 卷(昭 和8年)第 八 卷(昭 和9年)``月 刊雜誇を合本せるものな り"

以上 各卷索 引共600頁 内 外 定價¥1250迭 料¥・45但 第 二卷 に限 り定仮 ヤ950

獣 日本化學研究會 纒麟篭鑷纛灘
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(明治十 一・年四月束京化學會.トシテ.創立)

本 化 學 會
月刊一册金壹圓・一箇年前金拾貳 圓.(郵貌共)

訟巨岼

BULLETINOFTHECHEMICALSOCIETY .OFJAPAN.
●

月刊一冊金五拾錢 ・一箇年前金六 圓(郵 税共)
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購 讃.希.望 の 向 は 邦 女 會 誌.の 方 は

東 京 市 紳 田 區 表 紳 保 町 三 束

同iii橋 區 槇町 三丁 目三4ヒ

に 申 込 ま.れ た し。

-r}.噛.「

日 本 化 .學 會 規 則 摘 要

京

隆

堂

館

第 二 條 ホ曾は化學の逖歩及ひ魯及を圏る.を.以τ目的とす ●

茶 四 慄 曾員は牝學に密接aる 關係を有す番個人叉は團體たるへし(以 下略)

細則第二喙.曾 且は下の資格の一を備ふへし
.一 鯨 着 くは像i・ 密接の陥 ある學科を働 叉腑 魏 研 究融 を公噛 ナ・る昌

一 化學上頻著の成績を禦け若くは化學工暢に在りて責任ある位置に立ち.たること

冖 化?9!1;密攤 る臨 鮪 する7c人9LF3れ に櫓常する團體辷ること

第 六 絛 入曾を望ひ者は曾員二名の紹介を.以て學歴等を記入したる申込書を曾長に差揖すへし、.其の

可否は常議會に於τ之を決す.一'

第 十五 條 常倉は會務報告及畢術購演等の爲あ四八爾月を除き毎月之を開 く(以下略)・

第 十 七 傑 年曾は(中 略)毎 年四月之を開く{挙下略}

第二十二鎌 本曾は毎月一囘日本化學會誌を登行す、口本化準曾詰は之.を邦丈及欲交の二龝に分っ

細U第 二十六條 含誌に越報文、綜説、抄鏤、雜鏤、記事等の欄を鞏く但し離女含蒔は銀文を圭とナ

第二十三傑 曾誌は曾.n.=配布し且學術普及の目的を以τ之を凝資す

第二+醸 曾鰍 ヅ麟 鯑 隴 玄
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